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自動車走行サーベイによるリスクコミュニケーションの提案 

○古松正博、松林健一（パシフィックコンサルタンツ株式会社）

成岡秀訓（エヌエス環境株式会社）、石田隆一郎（グローバル・サーベイ株式会社）

【はじめに】 環境省は「除染・復興の加速化に向けた国と４市の取組 中間報告」（平成 26年 8月 1日）にお

いて、除染に係る基本的な考え方として「個人の被ばく線量に着目した放射線防護の充実」と「リスクコミュ

ニケーションの充実」をとりまとめた。住民一人一人の不安を解消し、安心した生活を取り戻すため、除染の

進捗状況を可視化して分かりやすく伝えていくことの重要性が示された。

 本報告は、除染事業の終了フェーズとして高密度・高精度な自動車走行サーベイを活用した茨城県取手市の

事例を踏まえ、今後のリスクコミュニケーションツールとしての有用性を提案するものである。

【走行サーベイシステム】 取手市では以下の特徴を持つ走行サ

ーベイシステム「RaMS」を採用した。【図 1、図 2】 

①検出器サイズ 2インチφ×2インチの大型NaI(Tl)シンチレー

ション式サーベイメータを搭載し、変動係数 5%以下の安定し

た測定値が 1秒間隔で得られる。

②測定器を車両後部に外部懸架するため、走行測定でも通常の

手持ち測定と同等の測定値が得られる。

③道路調査業務用カーナビ（GPS、ジャイロ、道路ネットワー

クデータ）により高い測位精度が得られる。

④測定車両に搭載した 6 台のカメラで測定時の全周囲画像を

常時撮影できる。

【測定結果】 2 週間かけて取手市の除染実施区域内にある全道

路 670kmを走行し、259,701点の測定値を得た。 

 測定結果は地図上に色分け表示し、高線量箇所（マイクロホ

ットスポット）を抽出したり、測定時の風景写真を表示したり

することで、追加除染箇所を絞り込むことができた。【図 3】 

また、走行サーベイの測定値と沿道に囲まれた敷地内の測定

値（除染事業による測定）には有意な相関（r=0.5013 有意水準

1％）が認められ、地域の平均的な空間線量率の把握にも有用

であった。

【リスクコミュニケーションへの活用】 今回紹介した高密度・

高精度サーベイは、時速 30kmで走行しても約 8m間隔で測定

値が得られる。これは多くの住民にとって最も身近な測定点と

なるため、分かりやすく不安の解消に繋げることができる。

 また、広域にわたって万遍なく測定点を設けられるため、地

域住民の個人被ばく線量を昼間及び夜間の滞在場所に応じて

きめ細かく推計することができ、今後は個人線量を重視した放

射線防護策の充実にも資するものと考えている。

←走行状況 

図 3 RaMS による測定結果表示例 

図１ RaMS の構成 

図 2 RaMS による測定風景 

車内の様子→ 
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